
　文学部には、哲学、文学、史学、知識システム、社会文化という5 講座に 15 の専修があります。1 年次の
11 月末頃に専修を決め、2 年生からそれぞれの専修に所属することになります。自分は文学部でなにを研究し
たいのか、じっくり考えてから選ぶことができます。そのために、各講座ごとのガイダンスとも言える「入門」、
人文学への導入をはかる「人文学導入演習」、そして各専修での研究の基礎を身につける「人文学基礎」など、
学生の興味・関心に応じて選択できるよう、いくつかの内容に分けて1年生向けの授業が複数開講されています。
これらを参考に、自分が進む専門を決定します。

　文学部の学生が4年間に学ぶ授業科目は、全学共通授業科目と文学部の専門科目とに分けることができます。
全学共通授業科目は、教養科目、外国語科目、健康・スポーツ科学などで構成されています。文学部の専門科目は、
基礎科目、自由選択科目、卒業論文関連科目、卒業論文からなります。下の図に履修に関する学年ごとの大ま
かな流れを示します。

① 専修の決定 ―「よく考えて自分の専門を決めることができる」

　文学部で高い割合を占める授業科目が、特定のテーマを探究する「特殊講義」と、数人から十数人で行う「演
習」、いわゆるゼミです。実験やフィールドワークを含む「実習」も同じく少人数で行われます。中でも、文献や
資料を講読したり、自分で選んだテーマについて研究報告を行い、受講者で議論を戦わせたりする「演習」は、
専門分野の研究方法や考え方を習得し、自ら課題を発見し解決する能力を鍛えるうえで大変重要です。

③講義と演習 ―「徹底した少人数教育と課題探究能力の開発」

　卒業論文は、文学部 4 年間の学習と研究の結晶です。自分で研究テーマを決め、指導を受けながら、論文
作成のための調査や分析も自力で行ないます。これまでに挙げた授業科目から必要な単位数を取得した上で、
原則として 20,000 字（400 字詰め原稿用紙で 50 枚）程度の卒業論文を作成し、口述試験（口頭試問）に
合格すれば、卒業となります。

④卒業論文

② 文学部の授業科目 ―「四年一貫で学ぶ人文学の多様な拡がり」
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入学から卒業まで

皆木 理香子
（MINAKI Rikaco　１年生）
四天王寺高等学校卒業

辻尾 覚平
（TSUJIO Kakuhei　３年生）
桃山学院高等学校卒業

　高校時代と全く異なる世界に戸惑いつつも、毎日楽しく過ごしています！大阪出身ですが神大まではか
なり遠いので寮に入りました。掃除、洗濯、買い出しと、自分でやるようになって初めて、どれだけ家族に支
えられてきたかを痛感しています（汗）
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ドイツ語初級

西洋古典語（ギリシア語）

English Communication

健康・スポーツ科学実習基礎

情報基礎 史学入門

ドイツ語初級

初年時セミナー

知識システム入門

西洋古典語（ラテン語）

人文学導入演習

　三年生になり、教養科目や言語の授業が減り、ほとんどが文学部での授業になりました。私の場合は専
修である哲学系の授業と、国語の教員免許の取得を目指しているので国語学、国文学系の授業が多く
なっています。また、水曜日と木曜日の5限に教員免許取得のための授業が入っています。
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文学部への好奇心をアップする情報紙
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　神戸大学文学部での学びの流れを簡単に説明すると、1年生の間は語学と、教
養原論と呼ばれる全学部共通の一般教養、加えて文学部の専門科目の入門の授
業を受講します。そして1年生の内から文学部の多様な専門を入門的に学ぶ中
で、2年生以降に自分がどの専修に進みたいかを考えます。そして、2年生の後期
から卒業するまでの2年半は、各専修にて自分の専門を詳しく学び、4年生での
卒業論文執筆に向けて勉強を進めていきます。
　そして在学中に、自分の専門だけでなく、純文学から社会科学まで多岐にわた
る分野に触れられた点が非常に有益であり、また同じ学部内で全く毛色の異な
る学問を学べる点が、文学部の素敵な所だと私は思います。例えば、心理学専修
に進んで以降も受講し続けた美術史の授業で学んだ知識が、ヨーロッパ旅行で
の絵画鑑賞を非常に実りあるものにしたり、入門の授業で取り扱った英米文学
の書籍が、企業で働いた後に出会った多国籍の人との共通の話題になったりと、

自分の人生や、世界中の人々とのコミュニケーションを数段豊かにする「教養」を
しっかりと学べた点が、今の私の財産になっています。
　そして自分の専門の心理学について、私は卒業論文執筆に当たって文化心理学
を選び、人の心や行動の背景となる文化差について真剣に考え向き合いました。
経済学や経営学等を学ぶ学生が多い中で、「人の心」に焦点を当て学んだ事が、4年
生での就職活動にも大変プラスに作用したと思います。心理学専修では、授業以
外でも先生方が社会心理学、認知心理学の様々な実験にお声がけ下さり、海外の
先生との共同作業や学会でのポスター発表を始め、積極的に学べる環境がありま
した。また卒業研究では理系的な要素もあり、自身で実験を計画し仮説を立て検
証していくという作業を実際に行い、その中で試行錯誤した経験が今後社会人と
して仕事をする中でも生きていると私は思います。

大野 裕紀子（OHNO Yukiko　2017年 3月卒業　トヨタ自動車株式会社勤務）

FACULTY OF LETTERS, 
KOBE UNIVERSITY

学部時代の思い出
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文学部生になったら
-在学生・卒業生に聞く -

日本で勉強して、
　　　　世界を発見する
Studying in Japan, Discovering the World

知の現れ、見方、考え方
佐藤　昇（西洋史学専修）

文学部の国際交流

教養科目　教養科目には、原則として 1・2 年次に履修する基礎教養科目と総合教養科目、3・4 年次に履修す
る高度教養科目があります。人文科学だけでなく社会科学や自然科学についても幅広く現代の教養として身につけ、
他分野にまたがる課題を考え協働して解決する力を養います。文学部で人文学の研究を進める上でも、しっかりと
学んでおくことが必要です。
外国語科目　外国語科目は、「外国語 I 」として英語を、「外国語 II 」として、ドイツ語・フランス語・中国語・
ロシア語のなかからひとつを選び、合わせて 2 カ国語を学びます。文学部ではこの他に、韓国語、イタリア語、
西洋古典語（古代ギリシア語とラテン語）の授業も開講されていますが、専門次第で学生はさまざまな言語を独
修します。人文学を学ぶ者にとって外国語の習得は必要不可欠です。
基礎科目　基礎科目は、人文学の基礎を学び、専門科目での学修を豊かなものにするための準備を行なう科目です。
専修決定後は、それぞれの専門を深く考究することになりますが、教養科目や基礎科目は、そのための礎石であり、
自分の専門研究に広がりを与えてくれるものです。基礎科目には、各講座の入門、人文学導入演習、人文学基礎
などがあります。また、大学生として自立的な学びを促すため、初年次セミナーが用意されています。
専門科目　専門科目は、専門的な講義、演習、実習などからなります。単位制度に基づく大学の授業は、必修科
目と選択科目の取得単位数がそれぞれ決められています。必修科目は必ず履修しなければなりません。選択科目
は一定の範囲内から自由に選択できますが、それらは講座ごとに細かく指定されていますので、注意が必要です。
また、ひとつひとつの授業の学習を徹底するために、1年間で履修登録できる単位数には上限が定められています。
したがって、履修にあたっては、入学後に配布される学生便覧やガイダンスでの説明に従い、各学期の始めに、
どの授業を取りたいか、受けなければならないかを十分に考えて、計画的に登録してください。　

ある１日の過ごし方
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　１３：２０
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起床。
徒歩で学校へ。周りは高級住宅街で、登校
するだけで目の保養になります（笑）
大学に到着。文学部の中庭で、１限まで好
きな本を読んだり、英字新聞を読んだり。
至福のひとときです!
１限：英語学演習。英語で日英の文章構造
を比較します。
２限：大学生の特権、空きコマ。図書館で何
冊か洋書を読むことが多いです。下山して
友達とお茶したり、早めのお昼を食べたり
する人も。
文学部の友達とお昼ご飯。下宿生のお弁
当、クォリティ高い…!
３限：社会文化入門。社会学・地理学・美術史
学の先生方によるオムニバス形式の授業
です。
４限：ドイツ語初級。ドイツ語のアルファベッ
トなど、初歩の初歩から学び始めます。活
用が多くて頭がごちゃごちゃになりそう…
５限：古典ギリシア語。ドイツ語を上回る活
用の多さ!呪文のような活用語尾と格闘し
つつ、今使われている英単語の語源と出
会うと、親子ぐるみで知り合いになったよう
な親しみを感じます。
帰宅し、寮の友達と一緒に夜ご飯作り。か
なり話がはずみます!
部屋に戻って大学の予習や復習。
就寝。

　神大文学部の大きな特徴は、小規模なため学部内で
非常に仲良くなれることだと思います。１学年たったの
１００人!文学部キャンパスに漂う雰囲気も、文学部生の
雰囲気も穏やかで、英語の授業の時など非常に和気あ
いあいと課題に取り組みます。パソコンの操作が分から
ず困っていると近くの人が助けてくれたり、体育では男
女関係なくみんなで走者を応援したり、授業中当てられ
た人が、一風変わった受け答えをして教室中がどっと沸
いたり。大学にはクラスがないとよく言われますが、「文
学部」というゆる～いクラスに所属しているような気が
します。教授も学生の質問に丁寧に答えて下さいます
し、教務の方は、履修登録など大学ならではの仕組みに
戸惑う新入生に親切に対応して下さいます。小規模な
分、とてもサポートの手厚い学部だと思います!
　大学に入ってからは、今までみえていた範囲がぐぅう
んと広がりました。本っ当に大学は高校とは違う所で
す!高校までは、テストの点数で学校生活が決まる、と
いった部分があると思いますが、大学はそうではありま
せん。どういう意味かというと、成績のみでその人が決
まらない、ということです。サークルに励んだり、ボラン
ティアをやってみたり、学部の勉強に興味を持って、授
業で扱う以上にその分野を深めたり‥様々なやり方で
個性が発揮でき、単なる紙上の数字より、そういったオ
リジナリティーがその人を決める所だと思います。
　あなたも受験で狭まった視野を、神大文学部で広げ
てみませんか。大学は、今までの生活を忘れるほど楽し
いところですよ。

ある１日の過ごし方
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起床。授業が午後からの日はゆっくり寝てしま
いがちです。早起きして家のことをしたり、学
校へ行って図書館で勉強したりレポートや課題
などをすることもあります。
登校。
学食でお昼ご飯を食べたいときなどは2限の授
業が終わる前にきて、食堂が混む前にお昼ご飯
を食べてしまいます。
3限 国文学概論。
国語の教員免許取得に必要な単位の授業で
す。事前に小説などを予習で読んでいき、講義
を聞いてノートをとります。
4限 哲学演習。
アリストテレス『ニコマコス倫理学』の精読。こ
ちらも事前の予習が必須になります。基本的に
は英語のテキストですがギリシア語ができる方
は原文のテキストを使用しています。
授業終了。
この後はバイトに行ったり、学校に残って勉強し
たり、家に帰ってまったりしたりなどです。授業
が少なく楽に感じるかもしれませんが1,2年生の
うちにしっかり単位を取っている人は授業に余
裕があり、全休の日を作っている人もいたりと、
自由な時間が多いんじゃないかなと思います。
就寝。次の日の予定にもよりますが、夜型なの
で寝るのは割と遅めです。

　私は、高校生の段階で大学でやりたいこと
がはっきり決まっていませんでした。また、将
来、教員になるという選択肢を消したくはな
かったので受験する際に文学部を選びまし
た。文学部では教員免許のほかに学芸員の免
許を取得することが可能となっています。もち
ろんその分授業は増え、しんどくはなります
が、取得できない学部もあるため努力次第で
取得できるというのは大きなメリットだと思い
ます。また、文学部は留学などにも力を入れて
おり、私の友人も何人か留学を経験していま
す。このようにやりたいことの幅を狭められな
いというのは文学部の大きな魅力の一つだと
思います。
　3回生になると、余裕ができ、将来について
考えだす人も多くいます。就職について情報
を集める人もいれば資格を取ったりする人も
います。もちろん、自分がしている学問につい
てより深く学びたいと思い、大学院に進もうと
考えている人もいます。この多様性こそ私が
文学部を選んでよかったと思う理由の一つで
す。自分の興味のある学問をしっかり学び、そ
れだけでなく、他に自分のやりたいこともでき
る。なので、文学部は、学びたい学問や興味の
ある分野が決まっている人はもちろん、はっき
りと大学でのことや将来のことを決めていな
いひとにもおすすめの学部です!
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